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[bookmark: _MailEndCompose]
[bookmark: _Toc367443430][bookmark: _Toc367977979][bookmark: _Toc368062877][bookmark: _Toc433729309][bookmark: _Toc465947007]これは日本語参考訳です。英語のReporting Frameworkも併せてご確認下さい。

本書を理解するために 
PRI報告フレームワークの各モジュールでは、指標の詳しい説明や選択可能なオプションに加えて、どの指標が組織に関連するかを特定するうえで役立つ情報があります。 
トップバー
トップバーには、指標のステータス（必須または自主開示）、指標の目的、関連するPRIの原則など、各指標についての重要情報が表示されています。 
	
	指標のステータス
	目的
	原則

	xxx 01
	必須 
	コア評価
	PRI 2


指標のステータス
	必須
	必須指標は中核的な実務を反映しています。これらの回答は公開されますので、回答を記入してフレームワークに送信することが義務付けられています。

	報告義務 
自主開示
	一部の指標は記入が義務付けられていますが、開示は自由です。これらの指標は、それ以降のどの指標が該当するか、または比較に使用されるかを決定しますが、企業の機密情報を含む場合もあります。

	自主開示
	自主開示指標は代替または高度な実務を反映しています。これらの指標は報告も開示も自由です。


目的
	ゲートウェイ
	[image: ]
	この指標への回答は、組織がモジュール内の他の指標に該当する場合、他の指標を「解除」します。詳細はロジックボックスを参照してください。

	グループ化
	[image: ]
	これらの指標は、評価目的のため同じ特性を持つグループを形成するために使用します。

	コア評価項目
	[image: ]
	これらの指標は評価の基本を形成し、最終的な評価スコアの大部分を占めます。

	追加評価項目
	[image: ]
	これらの指標はより高度な、または代替の実務を表し、スコアに占める割合は小さくなります。

	説明
	[image: ]
	これらは、自由回答形式の指標で、組織の活動を説明することができます。


指標の下部
指標の下には、指標を解釈し、回答するための重要な情報を含む説明や定義があります。ロジックボックスを読み、指標が組織に該当することを確認してください。
	xxx 01
	説明

	xxx 01.1
	報告する可能性がある事例など、サブ指標を理解する方法の指針となります。

	xxx 01.2
	

	ロジック

	xxx 01
	この指標が該当する時、そしてその指標がサブ指標に影響するかどうかを説明しています。ロジックボックスがない場合は指標は常に適用され、他の指標には影響しません。

	評価

	xxx 01
	この指標のパイロット評価アプローチの概要です。

	
	

	xxx 01
	定義

	xxx 01
	指標で使用される具体的な用語の定義を説明しています。
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[bookmark: _Toc367977980][bookmark: _Toc433729310][bookmark: _Toc465947008][bookmark: _Toc360179415]モジュールの経路

以下の指標はOO　05で回答する資産によって適用されます。
OO SAM 01: パッシブ戦略とアクティブ戦略による内訳
OO INF 03：最大限のインフラ
OO INF 02：管理会社別資産の内訳
OO INF 01：所有による投資の内訳
OO HF 01: ヘッジファンド戦略と分類ィブ戦略による内訳
OO PE 01: 戦略による投資の内訳
OO PE 02: 通常の所有レベル
OO PR 02：管理会社別資産の内訳
OO PR 01: 所有による投資の内訳
OO終了：モジュール確認ページ
OO FI 02: 債券資産の報告<10%

OO FI 03市場および信用格付け別の内訳
OO PR 03: 最大不動産タイプ
OO FI 01: パッシブ戦略とアクティブ戦略による内訳
OO LE 01: パッシブ戦略とアクティブ戦略による内訳
OO LE 02: 上場株式資産の報告<10%
組織外で運用される資産を報告する場合
OO 01: 署名機関のカテゴリおよびサービス
OO 02: 本部および営業国
OO 03: 独立したPRI署名機関である子会社
OO 04: 報告年度および運用資産（AUM）
OO 05: 資産クラス別AUMの内訳
OO 06: 資産クラス構成の開示方法の希望
OO 07: 債券資産の内訳
OO 08: 分離マンデートまたはプール型ファンド
OO 09: 市場別AUMの内訳
OO 10: 上場株式および債券のRI活動
OO 11: 他の資産クラスのRI活動
OO 12: 完成すべきモジュールおよびセクション
上場株式もしくは債券を報告する場合

[bookmark: _Toc433729311][bookmark: _Toc465947009]序文
本モジュールで報告される情報により、組織のステークホルダーは組織の種類や特性を理解し、PRIは組織のピアグループを決定します。本モジュールでは、回答によって報告フレームワークの後半に表示される指標を決定し、さらには組織に関連しない指標については回答する必要がないようにするフィルタリングとしても機能します。 
改正の概要

	2019指標 
	改正概要

	OO LE 01, 
OO FI 01, OO 
SAM 01
	指標が自主開示から必須に変更になりました。
％の内訳は絶対値ではなく、値域で記入することができます。



モジュールへの変更に関する詳しい概要を見るには、ここをクリックしてください。




6
[image: HD:Users:Max:Desktop:PRI:12.02.23 PRI Letterhead:Archive:Resource:Images:Word:PRI_Letterhead_subPageFooter.jpg][image: ]	Copyright © 2018 PRI Association. All Rights Reserved

	セクション
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	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 01
	必須 
	ゲートウェイ/グループ分け
	一般



	OO 01
	指標

	OO 01.1
	組織または組織が提供するサービスに最もよく当てはまる種類を選択してください。

	
	資産保有者 
	組織の主要な活動に最もよく当てはまる種類を選択してください。

	
	[a] 企業年金以外の年金またはスーパーアニュエーション、退職年金、積立基金、プラン
	· 

	
	[b] 企業年金またはスーパーアニュエーション、退職基金、積立基金、プラン
	· 

	
	[c] 保険会社
	· 

	
	[d] 財団 
	· 

	
	[e] 基金
	· 

	
	[f] 開発資金融資機関
	· 

	
	[g] 準備金 - ソブリンまたは政府が管理するファンド
	· 

	
	[h] ファミリーオフィス
	· 

	
	[i] その他（具体的に記入してください）_______ 
	· 

	
	運用会社
	組織が提供している
サービスおよびファンドを選択してください。 
	運用資産（AUM）に占める割合（%）

	
	[j] ファンドの運用
	· 　　　　　　
	 0% 10%未満、10〜50%、50%超

	
	[k] ファンドオブファンズ、マネージャーオブマネージャーズ、サブアドバイザー商品
	· 
	 0% 10%未満、10〜50%、50%超

	
	[l] その他（具体的に記入してください） 
	· 
	 0% 10%未満、10〜50%、50%超

	
	合計
	
	100%

	
	投資マネージャーが（上記のオプションに加えて）選択できます。

	
	[N] ヘッジファンド
	· 
	

	
	[o] ファンド・オブ・ヘッジファンド
	· 
	

	OO 01.2

	補足情報
[任意]




	OO 01
	説明

	OO 01
	組織を分類する方法については、以下の定義を参考にしてください。 
「その他」に回答すると、組織やピアグループのベンチマークの結果がゆがむ可能性がありますので、PRI（reporting@unpri.org）までご相談ください。
資産保有者
資産保有者は、組織に最も近いカテゴリを選択してください。例えば、組織が年金と保険ファンドの両方を保有している場合、運用資産（AUM）に占める割合が最も大きいカテゴリを選択してください。子会社の報告に関しては、概要＆ガイダンス文書を参考にしてください。 
運用会社
当てはまるものをすべて選択してください（h-k）。組織が一つのサービスしか提供していない場合は、「50%以上」を選択してください。 
顧問または執行のみのアプローチの資産を除外した運用資産を基に、これを計算してください。「執行および顧問業務」を選択すると、これらの業務も提供していることを示すことができます。指標SG 16により、執行および顧問業務におけるESGへのアプローチを報告することができます。フレームワークの残りの部分については、運用資産に焦点を当てて報告してください。 
比率を計算する際、子会社もPRI署名機関である運用会社は、この指標への回答が[OO 03.2]および[OO 04]への回答や、[OO 05]で記載する資産構成と整合するように注意してください。子会社を報告から除外する選択をする場合、このモジュールのすべての計算から除外してください。 
責任投資活動を説明するうえで重要となる、組織の組織、ミッション、戦略、事業活動または投資に関する追加情報があれば記載して下さい。 

	ロジック

	OO 01
	指標内:
この指標の最初の部分は資産保有者に、2番目の部分は運用会社に適用されます。これは、組織がどのようにPRIに署名しているかによって定義されます。組織のカテゴリについての照会は、PRIまでお問い合わせください。





	OO 01
	定義

	資産保有者

	企業年金以外の年金またはスーパーアニュエーション、退職基金、積立基金、プラン
	企業以外の退職金制度や年金制度に関連する資産を運用する組織。組織にはおそらく、慎重な運営に責任を負う受託者または取締役会があり、組織の義務の一部は法律により規定されている場合があります。

	企業年金またはスーパーアニュエーション、退職基金、積立基金、プラン
	企業の退職金制度や年金制度に関連する資産を運用する組織。組織にはおそらく、慎重な運営に責任を負う受託者がおり、組織の義務の一部は法律により規定されている場合があります。

	保険会社
	生命保険や損害保険市場で保険を販売したり、再保険を提供する金融機関。保険会社は投資資本がある限り、資産保有者です。保険コンサルタントや保険ブローカーはこのカテゴリには含まれません。ただし、従来型の保険商品に加えて年金、スーパーアニュエーション、退職金商品を提供する保険会社はこのカテゴリに含まれます。

	財団 
	慈善を目的とする非政府の非営利組織。資金の出所は通常、家族、個人、または法人および財団自体の受託者または取締役が運用する主要資力です。民間の財団は、最初の寄付金を投資することで収入を生みます。多くの場合、毎年、運用収入の大半を慈善活動に支出します。


	基金
	非営利組織、大学、病院、教会によって使われる場合が多い、寄附を財源とする投資ファンド。寄贈者が寄贈時に目的を明示する場合もしない場合もあります。多くの非営利組織は、長期にわたって募金活動を支えるために基金を設けています。配当金からの運用収入を慈善活動に使いながら、元本残高は減らさず、そこから生まれた利子を運営や募金活動に使います。

	開発資金融資機関
	事業または経済開発のための開発資金の融資（例：出資金、融資資金）を提供する金融機関。 

	準備金 - ソブリンまたは政府が管理するファンド
	これにはソブリンウェルスファンド、国債投資ファンド、安定化ファンド、政府準備金ファンド（将来のポジションのバッファーとなることを目的としながらも定義された加盟国のアカウントがないファンドも含む）が含まれます。 
これらのファンドは以下の基準の1つまたは複数を満たします: a) AUMの50%以上を政府が保有している、b) 政府が取締役会やCEOの指名権を持つ、c) 政府が投資決定に直接または間接的な影響力を持っている。開発資金融資機関はここにはリストされません。

	ファミリーオフィス
	ファミリーオフィスは、多額の個人財産運用に関わるあらゆる形態の組織とサービスを意味する言葉です。家族の財産をプールしておくファミリービジネスか、または多額の個人財産をもつ顧客に金融サービスを提供する会社や銀行の部署として組織されることがあります。この場合も意思決定の権限は家族が保持しています。

	その他
	「その他」を報告すると、組織やピアグループのベンチマークの結果がゆがむ可能性がありますので、PRI（reporting@unpri.org）までご相談ください。

	運用会社

	ファンドの運用
	このカテゴリには、第三者のファンド経由ではなく、企業およびその他の資産への直接投資する方が含まれます。これには組織内で投資調査を行い、投資適格（または非適格）の証券のリストをサブアドバイザーに提供する投資家が含まれます。

	ファンドオブファンズ、マネージャー・オブ・マネージャーズ、サブアドバイザー商品
	このカテゴリには、運用する資産クラスを問わず、すべてのファンドオブファンズの運用会社が含まれます。ファンズオブヘッジファンド、投資信託、不動産ファンド、プライベートエクイティファンドなどがこのカテゴリに含まれます。 

	その他
	「その他」に回答すると、組織やピアグループのベンチマークの結果がゆがむ可能性がありますので、AUMの10％以上を「その他」に選択する前にPRI（reporting@unpri.org）までご相談ください。

	
	

	ヘッジファンド
	ヘッジファンドを管理する場合は、このオプションを選択してください。ヘッジファンドの定義は、PRIヘッジファンド業界ガイドに記載されています。

	ファンド・オブ・ヘッジファンド
	ファンド・オブ・ヘッジファンドを管理する場合は、このオプションを選択してください。
ファンド・オブ・ヘッジファンドは、ヘッジファンドまたはマネージド・アカウントを通じて複数のマネージャーに投資します。 詳細は、ヘッジファンドのリサーチのウェブサイトに記載されています。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 02
	必須 
	グループ分け
	一般



	OO 02
	指標

	OO 02.1
	組織の拠点がある場所を選択してください。

	
	[国名のドロップダウン]

	OO 02.2
	オフィスが所在している国数を記載してください（本部を含む）。 

	
	 1カ国
 2〜5カ国
 6〜10カ国
 10カ国超

	OO 02.3
	組織が正規雇用しているスタッフのおおよその人数を記載してください。

	
	

	OO 02.4
	補足情報
[任意]

	
	



	OO 02
	説明

	OO 02
	この指標はグループを分けるため、また、これ以降の回答についてその文脈や背景を理解するために必要です。 

	OO 02.1
	本拠地のある国を指します。 ほとんどの組織には本拠となるオフィスが1つあります。しかし、組織に2つ以上の本拠地がある場合は、スタッフの人数の観点で見て主要な所在地を選択してください。

	OO 02.2
	この指標は、組織が直面する複雑性のレベルを測定する指標となります。調査、分析、営業、事務部門のオフィスであるかに関わらず、資産運用業務のオフィス部門を含めてください。
銀行、保険会社、またはその他の機関の資産運用子会社または事業部門のみがPRIの署名機関である場合は、その子会社または事業部門のスタッフが含まれるオフィスのみを考慮してください。

	OO 02.3
	スタッフ数には投資の意思決定プロセスに直接関与する正規社員、事務、マーケティング、人事においてサポート的役割を行う正規社員が含まれます。
スタッフ数には、受益者や顧客は含めないでください。
報告する組織に常勤スタッフがいない場合、ゼロと記入し、OO 02.4でその構造を説明してください。 
銀行、保険会社、またはその他の機関の資産運用子会社または事業部門のみがPRIの署名者である場合は、その子会社または事業部門のスタッフのみを考慮してください。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 03
	必須 
	説明
	一般



	OO 03
	指標

	OO 03.1
	組織内に単独でPRI署名機関となっている子会社があるかどうかを記載してください。

	
	 はい
	 いいえ

	OO 03.2





	単独でPRIの署名機関となっている子会社をリストし、その子会社のRI活動を組織の連結報告書で報告することを希望するかどうかを記載してください。

	
	PRI署名機関である子会社の名称 
	本指標で連結ベースで報告するRIの実施

	
	 
	 はい
	 いいえ

	
	
	 はい
	 いいえ

	
	
	 はい
	 いいえ

	
	
	 はい
	 いいえ

	
	
	 はい
	 いいえ

	
	
	 はい
	 いいえ

	OO 03.3
	補足情報
[任意]

	
	






	OO 03
	説明

	OO 03
	PRIでは、組織の最高レベルが子会社を含めた組織全体のために署名することを求めています。これは、署名機関は通常連結AUMのすべてについて報告することが求められることを意味します。
しかし、組織が署名機関になった後でも、子会社が単独で署名する場合もあります。PRIでは、グループ内の責任投資プロセスや実践をより体系的にとらえるため、単独でPRI に署名した子会社の過半数を超える所有者である組織が連結AUMのすべてについて報告することを奨励しています。 
PRIは連結ベースで作成するには余分な時間やリソースが必要になることを理解しています。従って、すでにPRIに単独で報告している子会社がある場合、この指標を組織の報告から除外し、こうした子会社の単独の報告を参照することができます。 
子会社がPRIに署名していて、報告していることを確認してから、組織の報告から除外してください。  
報告のフレームワークを通じて組織のアプローチが一貫していることが重要です。子会社の活動またはAUMを本指標で除外する場合、[OO 01]の組織の種類、[OO 04.2]のAUM、[OO 05]の資産構成など、報告するすべての情報から除外してください。

	ロジック

	OO 03
	指標内:
[OO 03.1]で「ある」と回答すると、[OO 03.2]が適用されます。
モジュール内:
AUMがこの報告に含まれていない子会社組織が[03.2]で報告された場合、指標[04.2]が適用されます。



	OO 03
	定義

	子会社
	子会社とは、その会社の支配的利権を持つ別の会社により一部をまたは完全に所有されている会社のことです。支配的利権とは通常、議決権株式の50%以上、または完全子会社なら株式の100%を意味します。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 04
	必須 
	ゲートウェイ/グループ分け
	一般



	OO 04
	指標

	OO 04.1
	報告年度の最終日を記載してください。

	
	日付
	年
	月
	日

	
	
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]

	OO 04.2
	報告年度末のAUM合計を記載してください。
子会社のAUM（顧問業務／執行のみの資産を除きます）を含みますが、（OO 03.2で「いいえ」と回答した）報告しないことを選択したPRIの署名機関である子会社のAUMを除きます。

	
	AUM合計
	兆
	10億
	100万
	千
	百

	
	
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]

	
	通貨
	ドロップダウンリストから選んで下さい: 米ドル、ユーロ、英ポンド、カナダドル、豪ドルを上位に、次にアルファベット順

	
	
	報告される通貨は自動的に米ドルに換算されます。 

	
	  ファンドレイジングのため該当しない

	


OO 04.3


	
報告から除外した子会社（すなわちOO 03.2で「いいえ」と回答した）のAUMの合計を記載してください。報告年度末時点の合計額としてください。

	
	子会社の 
AUM合計
	兆
	10億
	100万
	千
	百

	
	
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]

	
	報告される通貨は自動的に米ドルに換算されます。

	OO 04.4

	執行および顧問業務サービスを利用して運用する資産の報告年度末時点のAUM合計を記載してください。

	
	執行および顧問業務サービスを利用して運用する資産
	兆
	10億
	100万
	千
	百

	
	
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]
	[image: ]

	
	報告される通貨は自動的に米ドルに換算されます。

	
	  執行および顧問業務サービスを利用して運用する資産がないため該当しない

	OO 04.5
	補足情報 [任意]

	
	




	OO 04
	説明

	OO 04.1 
	報告年度は、報告することを選択した12ヵ月です。 

	OO 04.2
	報告する数値は、報告年度末時点の組織のAUM合計を記載してください。これには未使用のコミットメント（プライベートエクイティやインフラなど）を含めてください。 
以下の状況は除外しても構いません。  
1) 子会社も署名機関である組織 
子会社もPRI署名機関である場合、この指標の回答はこうした子会社の活動を報告するかどうかを示す指標[OO 03.2]と一致させてください。 
一部またはすべての子会社の報告をしないことを選択する場合、それらのAUMは[OO 04.2]の報告に含めないでください。指標[OO 04.3]で、それらのAUMを報告することができます。 

連結報告
報告の範囲を決定する場合、対応する組織（資産所有者（AO）または運用会社（IM））は、PRI署名機関である事業体（親会社が50％超を保有する子会社を含みます）の合計連結AUMについて報告します。過半数所有子会社のAUMはすべて、親会社が報告するAUM合計に含まれます。

上記について、下記の通り、一部例外があります。
1. IMの過半数を所有するAOは、子会社運用会社が第三者のために運用するファンドをその報告ファンドから除外することができます。これは、AOに自身の受益者のために運用されているファンドについてのみ報告する選択肢を与えるものです。
2. 署名機関の子会社もPRIの署名機関である場合、子会社は、自身のAUM合計（その親会社および他の顧客のために運用されるファンドを含みます）のために別のフレームワークを完成しなければなりません。その場合であっても、親会社はその連結AUMを報告する（したがって、その連結報告でその子会社の活動を記載します）ことを奨励されますが、子会社が運用するファンドを自身の合計AUM数値［OO 04.2］から、したがって、報告されるすべての活動から除外することを選択できます。除外された子会社のAUMを求める追加サブ指標［OO 04.3］が提示されます。
米ドルへの換算 
現地通貨建てのAUM総額に記載した金額は、国際通貨基金（IMF）が発表する2018年12月4日の為替レートによって米ドルに換算されます。別の為替レートでAUMを換算したい場合は、直接米ドルで情報を入力してください。

	OO 04.3

	この指標は、OO 03.2で組織にはこの報告で連結されていないAUMを持つ子会社があると報告する場合に適用されます。ここでは、これらの子会社のAUM合計を記載してください。この数値は、組織の報告の詳細を説明するために必要です。 

	ロジック

	OO 04
	OO 04.2で「ファインドレイジングのため該当なし」と回答すると、AUM合計額についての回答は要求されません。 
OO 04.4 は運用会社のみに表示されます。
OO 04.4で 「執行および顧問業務サービスを利用して運用する資産がないため該当しない。」と回答するとAUM合計額についての回答は要求されません。 
指標間:
子会社もPRIの署名機関でありながら、AUMは連結ベースで報告していないと報告する場合、指標[OO 04.3]が適用されます。 





	OO 04
	定義

	執行および顧問業務サービス
	執行および顧問業務サービスとは、投資の際の資産保有および資金のプラットフォームを提供します。これらの顧客に助言を行う、あるいは行わないこともありますが、最終的に投資の決定を行います。
顧問業務サービスの場合、クライアントに投資の助言を行うことが含まれますが、意思決定（または推奨事項の承認）はクライアントに委ねられます。
執行専用サービスは、クライアントに投資を行うプラットフォームを提供しますが、クライアントへの助言は行いません。このカテゴリには、執行あるいは顧問業務サービスにかかわる投資プラットフォームおよび/または第三者ファンドスーパーマーケットが含まれます。 これらのサービスは、通常、リテールバンクまたはプライベート晩期によって提供されます。 いくつかの投資管理機関もこうしたサービスを提供しています。






	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 05

	報告義務
自主開示
	ゲートウェイ
	一般



	OO 05
	指標

	OO 05.1
	以下の資産クラスおよび投資戦略にもとづき、報告年度末時点の組織のAUMのおおよその内訳を記載してください。


	
	
	組織内で運用
	組織外で運用

	
	[a] 上場株式
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[b] 債券 
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[c] プライベートエクイティ
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[d] 不動産
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[e] インフラ
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[f] コモディティ
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[g] ヘッジファンド
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[h]ファンドオブヘッジファンズ
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[i]森林
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[j] 農地
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[k] 包括的な金融
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[l] 現金
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[m] 短期金融市場商品
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[n] その他（1）（具体的に記入してください）_______
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	[o] その他（2）（具体的に記入してください）_______
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	合計
（100%になるようにしてください）
	100%



	OO 05
	説明

	OO 05.1
	この指標への回答は、[OO 04.2]で報告するAUMの数値と一致させてください。可能であれば、顧問や執行のみのアプローチの対象となる資産は含めないでください。[OO 04.2]で組織のAUMから除外することを選択したPRI署名機関の子会社資産は資産構成に含めないでください。 
すべての説明や定義をよく読んでから回答してください。この指標への回答により、報告フレームワークの後半でどのモジュール、セクションおよび指標が表示されるかを決定します。パーセンテージのすべての分母はAUM総額を基にしています。AUMの10%未満を占める資産クラスについては、ESG (OO 10 および OO 11) を組み込む場合には、OO 12にある資産カテゴリについて報告するかどうかを選択することができます。モジュールについて報告しないことを選択することができますが、OO 10およびOO 11においてESGの投資判断および／またはアクティブ・オーナーシップへの組み込みを行ったか否かついて報告することが求められ、その回答が評価において考慮されます。
これらの説明に加え、別の資産クラスの定義も参照してください。これにより、二重カウントや資産を間違ったカテゴリに掲載することを防ぐことができます。

フィデューシャリー・マネージャー
自ら直接資産の一部を運用しているフィデューシャリー・マネージャーを有している場合には、それらの資産は社内運用資産として報告して下さい。フィデューシャリ―・マネージャーが外部のマネージャーを選定・任命・モニタリングを行っている場合には、それらの資産を間接的運用資産として報告して下さい。

資金拠出を確約したファンド
資産クラス構成には、すべての未使用のコミットメントおよび資金拠出を確約したファンド（プライベートエクイティやインフラなど）を含めることが理想です。ただし、組織がこれらを別々に分類している場合（例えば投資資金の内訳のみを公表しているなど）は、そのように報告し、OO 05で説明してください。
組織に（資金調達目的でありながら）100%未使用のコミットメントがある場合、これを「その他」と分類し、OO 05で「未使用のコミットメント」を説明してください。

再委託資産
売り-買い-保有の意思決定が社内で行われる場合には、これらの資産を直接運用資産として報告して下さい。自身のスクリーニングまたは統合アプローチを再委託先の投資ユニバースに適用させている（但し、実際には、売り-買い-保有の意思決定は行っていない）場合には、それらの資産を組織外運用資産として報告して下さい。

	ロジック

	OO 05.1
	外部運用会社の運用する資産クラスがある場合、指標[OO 08]が適用されます。
組織内や外部運用会社の運用する上場株式がある場合、もしくは組織内で運用する債券がある場合には、指標[OO 10]が適用されます。
組織内や外部運用会社の運用する資産クラスがある場合、指標[OO 11]が適用されます。 



	OO 05
	定義

	組織内と組織外で運用する資産

	組織内と組織外で運用する際のオプション
	組織内とは、連結子会社や完全子会社を含む自社内で行う投資決定（買い-売り-保持-ウェイト）のことを指します。 
組織外とは、自社に代わって第三者組織（運用会社など）が行う投資決定（買い-売り-保持-ウェイト）のことを指します。  
主に組織内で投資調査を行い、投資適格証券（または非適格証券）のリストをサブアドバイザーに提供する運用会社は、その資産を組織内で運用している資産として掲載すべきです。ファンドオブファンズまたはマネージャーオブマネージャーであっても、運用する資産の投資決定（買い-売り-保持）を第三者が行う場合は、資産を組織外で運用している資産として入力してください。 
組織内運用（自己運用）と組織外運用（委託）に何を含めているか、その詳細が各資産クラスの定義に含まれているかを確認してください。組織内と組織外で運用する包括的な金融の区別に関するガイダンスは、以下を参照してください。

	資産クラス

	上場株式
	すべての国・地域における全上場株式。ヘッジファンドが保有している上場株式は含まれません。

	債券 - SSA 
	国際機関債
	超国家的組織が発行する債務証券（多国間開発銀行や国際労働組合が発行している債券など）として定義されているもの。 

	
	ソブリン債
	政府が発行する証券として定義されているもの（あらゆる通貨建ての国債など）。

	
	政府機関債
	政府機関が発行する証券（政府が完全所有する機関の債券など）として定義されているもの。

	
	地方債
	市町村、地域、都道府県等の自治体が発行する証券として定義されているもの。

	債券 - 社債（金融）
	銀行や保険会社を含む金融サービス会社が発行する証券として定義されているもの。（御社が銀行部門も営んでいる場合、これには預金や融資などの貸出ポートフォリオ内の資産は含まれません。）

	債券 - 社債（非金融）
	公開または非公開の非金融会社が発行する証券として定義されているもの。公募債（シニア債または劣後債）、私募債または民間融資、プロジェクトファイナンス、インフラ債を含みます。

	債券 - 証券化商品
	資産プールの裏付けがあり、特別目的事業体が発行する証券として定義されているもの。資産担保証券、不動産担保証券、債務担保証券またはローン担保証券、およびカバードボンドを含みます。

	プライベートエクイティ
	非公開会社の株式持分。
インフラ、不動産、およびインクルーシブファイナンスは、別々の報告カテゴリとして扱われます。これは、それぞれのセクターで投資の特性が異なるためです。可能な場合、インフラ、不動産、および非上場株式としての包括的な金融への投資は、プライベートエクイティではなくそれらのカテゴリで報告してください。リミテッドパートナーシップ投資ファンドのセカンダリー持ち分については、委託－運用会社の選定、指名、モニタリング （SAM）モジュールで報告してください。

	不動産
	全ての非上場物的財産物件への自己運用投資（株式のみ）、非上場不動産ファンドへの投資および不動産に投資している（投資決定に深く関与している）上場または非上場不動産会社への投資は、組織内運用（直接運用）として入力してください。 
組織に代わって投資決定と監視を行う非上場の不動産ファンドまたはプロパティ・マネジメント会社への投資は、組織外運用（間接的運用）として入力してください。 
不動産投資信託 (REIT)
投資対象の選定および監視に深く関与している REIT (または同等のもの) への投資は組織内運用不動産として報告して下さい。 投資対象の選定または監視に深く関与していない場合には、これらの資産は組織外運用不動産として報告して下さい。

	インフラ
	非上場のインフラファンドと自己運用のインフラ投資。これには株式のみが含まれます。 

	森林 
	自己運用投資、森林ファンド、および管理投資スキームを含む、あらゆる形式の森林関連投資。

	農地
	自己運用投資、農地ファンド、および管理投資スキームを含む、あらゆる形式の農地および農業関連の投資。

	ヘッジファンド
	ヘッジファンド構造へのあらゆる投資。資産クラスや戦略は問いません。ヘッジファンド構造を経由して非公開または公開会社に投資している場合はここに報告し、二重にカウントしないでください（例えば、ヘッジファンド構造に組み込まれている上場株式を、上場株式としても報告することは避けてください）。

	ファンド・オブ・ヘッジファンズ
	ファンド・オブ・ヘッジファンズは、ヘッジファンドまたはマネージド・アカウントを通じて複数のマネージャーに投資します。 詳細は、ヘッジファンドのリサーチウェブサイトを参照ください。
投資意思決定が貴組織内にある場合は、内部的に管理されたのファンド・オブ・ヘッジファンズを報告する必要があります。
ファンド・オブ・ヘッジファンズは外部から管理されていなければならず、投資の委託が外部から別の投資マネージャーに委託されている必要があります。

	コモディティ
	物的資産への自己運用投資、商品先物契約によるコモディティへの長期投資、およびコモディティの上場投資信託（ETF）を含む、あらゆる形式のコモディティ関連投資。ヘッジファンド戦略にコモディティ投資が一部含まれているものの、コモディティ投資のみに特化していない場合は、ヘッジファンドの数字に含めてください。

	包括的な金融
	このカテゴリには、自己運用の包括的な金融投資がすべて網羅されています。株式、債券、またはギャランティーのいずれの形式かは問いません。 
このカテゴリには、自己運用か委託かを問わず、従来は金融サービス（クレジット、貯蓄、保険、住宅金融、送金、支払い）から除外されていた顧客（消費者、零細企業、または中小企業など）にそうしたサービスを提供する小売機関（会社、銀行、マイクロファイナンス）への投資がすべて含まれます。新興国市場または先進国市場のどちらでもあり得ます。 
組織内（自己運用）と組織外（委託）で運用する投資の区別に関するガイダンスは、以下を参照してください。

	現金
	このカテゴリには、単独の資産クラスとして運用されている現金と現金同等物が含まれます。 

	短期金融市場商品
	一般的に満期が一年またはそれ以下の債券。この例としては、銀行引受手形、財務省短期証券、買戻契約、譲渡性預金、コマーシャルペーパーなどが挙げられます。

	その他
	このカテゴリには、以上のいずれのカテゴリにも当てはまらない資産が含まれます。 

	組織内と組織外で運用する包括的な金融

	組織内と組織外で
運用する包括的な金融オプション
	委託投資には、マイクロファイナンスを中核的な投資目的とマンデートの1つとするマイクロファイナンス投資仲介業者（MII）と投資事業体への投資が含まれます。これは、マイクロファイナンス投資ビークル（公開と非公開の両方）、持株会社、および特化されていないマイクロファイナンス投資ファンドを経由して行われる場合があります(以下の定義を参照）。MIIは、債券（自己運用または委託）、株式またはギャランティーをマイクロファイナンス機関（MFI）に提供することが出来る。MIIは、金融の収益と社会的な利益のどちらに力点を置いているかにより収益予想に幅がありますが、いずれの場合も利益で資本を回復することを目指しています。 
主に次の3つのタイプがあります。
1.マイクロファイナンス投資ビークル（MIV）はマイクロファイナンスを専門とする独立の投資事業体で、現金以外の資産の50%超をマイクロファイナンスに投資しています。MIVは、自己運用または運用会社による運用のどちらかで、多様な投資家に対して開かれています。MIVは、株式、短期証券、またはその他の金融商品を発行することができます。 
2.持株会社はマイクロファイナンス機関に融資と技術的支援を提供します。持株会社は通常、投資先の株式の過半数を保有しており、一般に私募によってのみ投資が可能です。
3.その他のMIIには以下が含まれますが、これらに限定されません。  	
· 多様な投資家に対して開かれていないマイクロファイナンス投資ファンド
· マイクロファイナンスに特化してはいないものの、マイクロファイナンス投資ポートフォリオが大きい投資事業体 
· ピアツーピアの小額融資業者	
· ファンドオブファンズ





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 06
	必須 
	説明
	一般



	OO 06
	指標

	OO 06.1
	どのように資産クラス構成を開示したいかについて記載してください。

	
	 パーセンテージの内訳として
 大まかな種類別で

	OO 06.2
	添付の画像に従って組織の資産クラス構成を公表する

	
	  [以下のいずれか1つの形式の画像をアップロードしてください:.jpg, .png,.bmp または .gif] 
[任意]

	OO 06.3
	組織にオフバランスシート資産はありますか？ 

	
	 はい
	 いいえ

	OO 06.4
	オフバランスシート資産のおおよその内訳を記載してください。

	
	
	組織内で運用
	組織外で運用

	
	貨幣性資産
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	デリバティブ 
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	現金
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	トレードファイナンス
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	その他（1）（具体的に記入してください）_______ 
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	その他（2）（具体的に記入してください）_______ 
	[image: ]%
	[image: ]%

	OO 06.5
	組織がフィデューシャリー・マネージャーを使うかどうかを記載してください。

	
	  はい。フィデューシャリー・マネージャーを使用しており、OO 5.1に対する回答はフィデューシャリー・マネージャーにより資産運用を反映しています。
  いいえ。フィデューシャリー・マネージャーを使っていません。.

	OO 06.6
	AUM資産クラス分割について説明する情報を記載してください。
[任意]

	
	






	OO 06
	説明

	OO 06.1
	このツールへの回答から自動生成されたRI透明性レポートには、組織の資産クラス構成についてのセクションがあります。署名機関全体で情報を統一して理解しやすくするため、PRIが提案するガイドラインに従って組織の資産構成を公表することが推奨されます。さらに、これらのカテゴリは報告フレームワークのモジュールの対象と一致し、ポートフォリオの規模やウェイトを理解するのに役立ちます。 

	OO 06.2
	資産クラス構成を組織自身のアプローチに基づいて報告することも希望する場合は、ここで別の画像ファイルをアップロードし、報告することが可能です。 
以下の形式の画像が利用できます:.jpg、.png、.bmp および .gif

	OO 06.5
	この指標で[はい]を選択すると、SG 12.5「フィデューシャリー・マネージャーの監視における以下の責任投資要因のいずれかを考慮しているかどうかを報告する」に報告する必要があります。


	OO 06
	定義

	デリバティブ 
	このカテゴリには、既存のあらゆる金融証券を（株式、債券、コモディティ、通貨、市場指数、金利、クレジットカード等）原資産とするすべての形態のデリバティブが含まれます。
各資産クラスに関係するデリバティブ証券を、資産クラスではなく「デリバティブ」列で報告してください。例えば、株式デリバティブは「上場株式」ではなく「デリバティブ」で報告します。
通常、デリバティブは2つの広いカテゴリ、カスタマイズ契約（フォワードなど店頭で取引されます）と標準化契約（新株予約権や先物など取引所に上場）に分類されます。
デリバティブの例としては、先物（コモディティ先物、通貨先物、配当先物等）、フォワード、スワップ（金利、通貨、指数リターン、コンスタント・マチュリティ・スワップ、トータルリターン・スワップ等）、エキゾチック・デリバティブ（インフレ・デリバティブ、天候デリバティブ、クレジット連動債、クレジット・デリバティブ、株式連動債等）、金利デリバティブ（キャップ、フロアー、スワップション、IRS等）、株式デリバティブ（オプション、ワラント、転換社債、シングル・ストック先物等）などが挙げられます。

	貨幣性資産
	貨幣性資産は、財務保証、スタンバイ信用状、銀行ローン・コミットメント、債券発行ファシリティなど短期の商品です。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 07

	報告義務
自主開示
	ゲートウェイ
	一般



	OO 07
	指標

	OO 07.1
	以下のカテゴリを使用して、報告年度末時点の組織の債券AUMを5%単位での概算内訳を記載してください。

	
	債券のタイプ
	組織内で運用
	組織外で運用

	
	SSA
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	社債（金融）
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	社債（非金融）
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	証券化商品
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	債券AUM合計
	100%
	100%



	OO 07
	定義

	資産クラス

	SSA 
	国際機関債
	超国家的組織が発行する債務証券（例えば、多国間開発銀行や国際労働組合が発行している債券）として定義されているもの。

	
	ソブリン債
	政府が発行する証券として定義されているもの（例えば、あらゆる通貨建ての国債）。

	
	政府機関債
	政府機関が発行する証券（例えば、政府出資機関債券、準政府債）として定義されているもの。

	
	地方政府債
	市町村、地域、都道府県等の自治体が発行する証券（例えば、地方債）として定義されているもの。

	社債（金融）
	銀行、保険会社等の金融サービス会社が発行する証券として定義されているもの。但し、組織が銀行部門も営んでいる場合には、この定義には、預金や貸付などの貸出ポートフォリオ内の資産は含みません。

	社債（非金融）
	公開または非公開の非金融会社が発行する証券として定義されているもの。具体的には、公募債（シニア債または劣後債）、私募債または民間融資、プロジェクトファイナンスやインフラ債などがあります。

	証券化商品
	資産プールの裏付けがあり特別目的事業体が発行する証券として定義されているもの。具体的には、資産担保証券、不動産担保証券、債務担保証券またはローン担保証券およびカバードボンドなどがあります。



	OO 07
	説明

	OO 07.1
	組織の債券資産の内訳は、債券モジュール内の続きの列をトリガーするために使用されます。適用される債券の4つの異なるタイプの詳細については、序文の分類基準を参照してください。

	ロジック

	OO 07.1
	[bookmark: _Hlk501357996]OO 05において「債券資産」を報告すると、OO 07が適用されます。

これはゲートウェイ指標です。したがって、組織におけるSSA、社債 – （金融）、社債 – （非金融）、証券化商品の内訳は、それ以降の指標をトリガーするために使用されます。

自己運用の債券の合計割り当てがAUM総額の10%以上である場合：
· 自己運用の債券資産合計の10%以上を占める自己運用の債券は、タイプを問わず報告が義務付けられます。債券モジュールで、債券タイプの各指標が表示されます。 
· 自己運用の債券資産合計の10%未満を占める自己運用の債券は、タイプを問わず報告が任意となります。指標OO 12でこれらの債券タイプについて報告するかどうかは、任意となります。

自己運用の債券の合計割り当てがAUM総額の10%未満である場合：
· あらゆるタイプの自己運用の債券について、報告は任意となります。指標OO 12でこれらの債券タイプについて報告するかどうかは、任意となります。

委託で運用する債券の合計割り当てがAUM総額の10%以上である場合：
· 委託運用の債券資産合計の10%以上を占める委託運用の債券は、タイプを問わず報告が義務付けられます。この場合、委託 – 運用会社選択、指名、モニタリングのモジュールで、各債券タイプの指標が表示されます。
· 委託運用の債券資産合計の10%未満を占める委託運用の債券は、タイプを問わず報告が任意となります。指標OO 12でこれらの債券タイプについて報告するかどうかは、任意となります。
委託で運用する債券の合計割り当てがAUM総額の10%未満である場合：
· あらゆるタイプの委託運用の債券について、報告は任意となります。指標OO 12でこれらの債券タイプについて報告するかどうかは、任意となります。







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 08
	報告義務
自主開示
	グループ分け
	一般



	OO 08
	指標
	

	OO 08.1
	OO_08.1 組織外で運用する資産の内、分離型マンデートとプール型ファンドまたは投資の内訳を明示して下さい。

	
	資産クラスの内訳
	分離型
マンデート
	プール型ファンド
または
プール型投資 
	資産クラス合計
（各行が100％にならなければ
いけません）

	
	[a] 上場株式  
	各行:
 0%、
 10%未満、
 10-50%、 
 50%超
	各行:
 0%、 
 10%未満、 
 10-50%、 
 50%超
	各行:
100%

	
	[b] 債券 – SSA  
	
	
	

	
	[c] 債券 – 社債 (金融)
	
	
	

	
	[d] 債券 – 社債 (非金融)
	
	
	

	
	[e] 債券 – 証券化商品 
	
	
	

	
	[f] プライベートエクイティ
	
	
	

	
	[g] 不動産
	
	
	

	
	[h] インフラ
	
	
	

	[bookmark: _Hlk500421188]
	[i] コモディティ
	
	
	

	
	[j] ヘッジファンド
	
	
	

	
	[k] ファンドオブヘッジファンズ
	
	
	

	
	[l] 森林
	
	
	

	
	[m] 農地
	
	
	

	
	[n] 包括的金融
	
	
	

	
	[o] 現金
	
	
	

	
	[p] 短期金融市場商品
	
	
	

	
	[q] その他 (1), 具体的に記入して下さい_______ 
	
	
	

	
	[r] その他 (2), 具体的に記入して下さい_______
	
	
	

	OO 08.2
	補足情報 
[任意]

	
	






	OO 08
	説明

	OO 08.1
	この指標は、組織外で運用する資産のみに適用されます。すべての比率は、分離されたマンデート/プール型ファンド/ファンドオブファンズで組織外で運用される資産の比率を表すものとしてください。 
分離型マンデートとプール型ファンドを区別する理由は、以下に定義を示すように、個々の投資家による影響度、すなわち外部の運用会社の選定、指名、モニタリングにESG問題を組み入れるアプローチが大きく異なる場合があるからです。従って、内訳を評価プロセスに使用し、同様の内訳を持つ組織と比較します。

	ロジック

	OO 08.1
	この指標はOO 05.1で外部運用資産を報告した場合のみ適用されます。




	OO 08
	定義

	分離型マンデート
	投資は組織だけのために実行され、投資基準（エンゲージメントや議決権の行使の際にESG問題が投資のプロセスや実行にどのように考慮されるかを含む） は署名機関と協議の上決定され、資産はこの基準に従って運用されます。 

	プール型ファンド
	個人投資家の資産を投資目的のために合算する運用スキーム。一般的に、これらのファンドの投資家は分離型マンデートよりも、これらのファンドに与える影響が小さくなりがちです。






	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 09
	必須 
	グループ分け
	一般



	OO 09
	指標

	OO 09.1
	組織のAUMの内訳を市場別に示してください。

	
	先進国市場
	[image: ]%


	
	新興国市場
	[image: ]%


	
	フロンティア
	[image: ]%


	
	その他の市場
	[image: ]%


	
	合計
	100%

	OO 09.2
	補足情報。
[任意]

	
	



	OO 09
	説明

	OO 09
	市場および国は、MSCIの市場分類のフレームワークに従って分類されています。詳細は、こちらのリンクをご覧ください。定義は以下をご覧ください。 以下のリストとMSCIのウェブサイトとの間に差異がある場合は、MSCI分類に従ってください。
先進国市場の投資家が実施できるRIは、新興国市場、フロンティア市場その他の市場の投資家が実施できるRIとは異なる場合があります。この情報を報告することにより、組織のRI実施の進捗を同様の内訳を持つ他の組織と比較できるようになります。



	OO 09
	定義

	先進国市場
	MSCIの分類に基づいて、以下の国を先進国市場カテゴリに含めています。
米州: カナダ、米国
欧州・中東: オーストリア、ベルギー、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、アイルランド、
イスラエル、イタリア、オランダ、ノルウェー、ポルトガル、スペイン、スウェーデン、スイス、英国
太平洋: オーストラリア、香港、日本、ニュージーランド、シンガポール

	新興国市場
	MSCIの分類に基づいて、以下の国を先進国市場カテゴリに含めています。
米州: ブラジル、チリ、コロンビア、メキシコ、ペルー
欧州・中東・アフリカ: チェコ共和国、エジプト、ギリシャ、ハンガリー、ポーランド、カタール、ロシア、南アフリカ、トルコ、アラブ首長国連邦
アジア: 中国、インド、インドネシア、韓国、マレーシア、パキスタン、フィリピン、台湾、タイ

	フロンティア市場
	MSCIの分類に基づいて、以下の国をフロンティア市場カテゴリに含めています。
米州: アルゼンチン
欧州・独立国家共同体: クロアチア、エストニア、リトアニア、カザフスタン、ルーマニア、セルビア、スロベニア
アフリカ: ケニア、モーリシャス、モロッコ、ナイジェリア、チュニジア、ベナン、ブルキナファソ、コートジボワール、ギニアビサウ、マリ、ニジェール、セネガル、トーゴ
中東: バーレーン、ヨルダン、クェート、レバノン、オマーン
アジア: バングラデッシュ、スリランカ、ベトナム

	その他の市場
	その他の市場には、上記カテゴリに属さないすべての国が含まれます。
ジャマイカ、パナマ、トリニダード・トバゴ、ボスニア・ヘルツェゴビナ、ブルガリア、ウクライナ、ボツワナ、ガーナ、ジンバブエ、パレスチナ




	セクション

	[bookmark: _Toc433729313][bookmark: _Toc465947011]ゲートウェイ資産クラス実施指標



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 10
	必須 
	ゲートウェイ
	一般



	OO 10
	指標

	OO 10.1
	報告年度において組織が実施した積極的な保有活動（アクティブ・オーナーシップ）を選択してください。

	
	上場株式　–　エンゲージメント
	組織のスタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG要因に関して企業へのエンゲージメントを実施している。
	組織外の運用会社が組織に代わり、ESG要因について企業とエンゲージメントをすることを要求している。
	直接的にエンゲージメントを行わず、組織外の運用会社がESG要因について企業とエンゲージメントをすることを要求しない。（OO 10.2が適用されます。）

	
	上場株式　–　議決権行使
	私たちは（代理人）投票を直接または専用の投票提供者を介して議決権行使する。
	組織外の運用会社が組織に代わり、議決権行使することを要求している。
	直接的に議決権行使を行わず、組織外の運用会社が議決権を行使することを要求しない。（OO 10.3が適用されます。）

	
	債券SSA　–　エンゲージメント
	組織のスタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG要因に関してSSA債券発行体へのエンゲージメントを実施している。
	組織外の運用会社が組織に代わり、ESG要因についてSSA債券発行体とエンゲージメントをすることを要求している。
	直接的にエンゲージメントを行わず、組織外の運用会社がESG要因についてSSA債券発行体とエンゲージメントをすることを要求しない。何故しないのか理由を説明してください。

	
	債券　-　社債(金融)　–　エンゲージメント
	組織のスタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG要因に関してSSA債券発行体へのエンゲージメントを実施している。
	組織外の運用会社が組織に代わり、ESG要因についてSSA債券発行体とエンゲージメントをすることを要求している。
	直接的にエンゲージメントを行わず、組織外の運用会社がESG要因についてSSA債券発行体とエンゲージメントをすることを要求しない。何故しないのか理由を説明してください。

	
	債券　-　社債(非金融)　–　エンゲージメント
	組織のスタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG要因に関してSSA債券発行体へのエンゲージメントを実施している。
	組織外の運用会社が組織に代わり、ESG要因についてSSA債券発行体とエンゲージメントをすることを要求している。
	直接的にエンゲージメントを行わず、組織外の運用会社がESG要因についてSSA債券発行体とエンゲージメントをすることを要求しない。何故しないのか理由を説明してください。

	
	債券　-　社債(証券化)　–　エンゲージメント
	組織のスタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG要因に関してSSA債券発行体へのエンゲージメントを実施している。
	組織外の運用会社が組織に代わり、ESG要因についてSSA債券発行体とエンゲージメントをすることを要求している。
	直接的にエンゲージメントを行わず、組織外の運用会社がESG要因についてSSA債券発行体とエンゲージメントをすることを要求しない。何故しないのか理由を説明してください。

	OO 10.2
	直接的にエンゲージメントを行わず、組織外の運用会社がESG要因について企業とエンゲージメントをすることを要求しない理由を示してください。

	
	

	OO 10.3
	議決権を行使しない理由を示してください。

	
	  議決権を行使しない理由を示してください。_______
 議決権は行使しないが、相当な調査結果と議決権行使の推奨事項を顧客に提供している。プロセスと実施した対応について説明してください。_______






	OO 10
	説明

	OO 10
	このゲートウェイ指標への回答により、報告フレームワークの後半でどのモジュールが表示されるかを決定します。  
外部でファンドを運用し、組み入れ、エンゲージメントや議決権行使の責任を組織外の運用会社に委託している場合は、OO 10.1で「組織外の運用会社の選定、指名やモニタリングプロセスにおいてESGの組み入れを行っている」を、OO 10.2で「組織外の運用会社にESG問題企業へのエンゲージメントを代行させている」を、OO 10.3で「組織外の運用会社に議決権行使を代行させている」を選択してください。  
これらの業務を組織内またはその目的専用に雇ったサービスプロバイダーを使用して実行している場合は、OO 10.2で「組織のスタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG問題企業へのエンゲージメントを実施している」を、またはOO 10.3で 「直接または専属の議決権行使プロバイダー経由で（委任状により）議決権を行使する」のみを選択してください。 
同業他社がどのようにアクティブ・オーナーシップを実践しているかについての理解を深めるため、PRIの一連のインタラクティブ・データ報告書（上場株式のアクティブ・オーナーシップ、債券および委託運用におけるアセット・オーナーの投資慣行）を参照してください。これらはすべて『データ・ポータル』および『PRIウェブサイト』で入手可能です。



	ロジック

	OO 10
	[OO 05.1]の上場株式または債券を報告した場合、[OO 10]が適用されます。
[OO 10.2]は、「直接的にエンゲージメントを行わず、組織外の運用会社がESG要因について企業とエンゲージメントをすることを要求しない。」を選択した場合に適用されます。
[OO 10.3]は、「直接的に議決権行使を行わず、組織外の運用会社が議決権を行使することを要求しない。」を選択した場合に適用されます。

報告された情報に基づいて以下が適用されます：
OO 10.1「上場株式 - エンゲージメント」行：
· 上場株式の積極的な保有（LEA）モジュールが適用可能であるかどうかに関わらず、スタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG問題企業へのエンゲージメントを実施しています。
· 「組織外の運用会社にESG問題企業へのエンゲージメントを代行させている」という回答は、「運用会社の選定、指名、モニタリング（SAM）」モジュールの上場株式（LE）エンゲージメントの適用に影響します。
OO 10.1「上場株式 - 議決権行使」行：
· 「直接または専属の議決権行使プロバイダー経由で（委任状により）議決権を行使する」という回答は、LEAの（委任状による）議決権行使セクションの適用に影響します。
· 「組織外の運用会社にESG問題企業へのエンゲージメントを代行させている」という回答は、「運用会社の選定、指名、モニタリング（SAM）」モジュールの上場株式（LE）エンゲージメントの適用に影響します。
OO 10.1「債券 - エンゲージメント」行　(以下に記載する該当する債券のSSA種類例は、(SSAモジュール)に代わります。
債券　（SSA） - エンゲージメント
· 「債券SSAのエンゲージメントが適用可能であるかどうかに関わらず、組織のスタッフ、協働またはサービスプロバイダーを通じてESG要因に関して企業へのエンゲージメントを実施している。」は指標[FI 15 - FI 17]に代わります。
· 「組織外の運用会社にESG問題企業へのエンゲージメントを代行させている」という回答は、「運用会社の選定、指名、モニタリング（SAM）」モジュールの債券SSAのエンゲージメントの適用に影響します。

	評価

	OO 10
	この指標は、直接的には評価の対象とはなりませんが、ここで開示されている情報はその他のモジュールの評価に影響を及ぼす場合があります。
最後のオプションにおいて、「…しない」を選択している場合には、以下が適用されます:
· OO 10.1: LEI モジュールの上場株式エンゲージメントに対しては「ゼロ ★」
· OO 10.1: LEA 議決権行使モジュールの上場株式議決権行使に対しては、「ゼロ ★」
· OO 10.1: 債券モジュールの債券エンゲージメントに対しては「E」（エンゲージメントの質問）
債券－SSAに基づくエンゲージメントについて報告データを収集しますが、これは評価されません。債券コーポレート・フィナンシャル、非フィナンシャル、証券化エンゲージメントのみ評価されます。



	OO 10
	定義

	積極的な保有
	積極的な保有とは、投資先の活動や行動に影響を及ぼすために権利や所有持分を使用することです。資産クラスにより、適用方法が異なる場合があります。上場株式については、エンゲージメントおよび（委任状による）議決権行使（株主決議の提案を含む）を含みます。他の資産クラス（債券など）については、エンゲージメントは関連する場合もありますが、（委任状による）議決権行使は関係しません。

	組み入れ
	PRI署名機関の原則1において、署名機関はESG問題を投資分析や意思決定プロセスに組み入れることを約束します。  
報告フレームワークでは、ESGの組み入れとは、投資の意思決定プロセスにおけるESG情報の考慮討および使用を意味します。報告フレームワークはこれを行う4つの方法に触れています。
· スクリーニング
· サステナビリティをテーマとする投資（環境および社会をテーマとする投資）
· ESG問題の統合
· 上記の組み合わせ
エンゲージメントのアプローチの対象となり、以上のいずれの戦略にも当てはまらない資産はESG組み入れに含めないでください。
責任投資業界の標準化とコミュニケーションを改善するため、PRIは用語の定義をGlobal Sustainable Investment Allianceと一致させています。 
詳細は、主な定義文書を参照してください。

	エンゲージメント
	エンゲージメントとは、ESG問題についての投資家と現在の投資先または投資先候補（企業、政府、地方自治体など）の間のやりとりを指します。エンゲージメントはESGの実務に対して影響する（または影響する必要を特定する）、あるいはESGに関する情報開示を改善するために行われます。  

	（委任状による）議決権行使
	議決権行使とは、経営陣や株主決議への投票、株主決議の提案を指します。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 11
	必須 
	ゲートウェイ
	一般



	OO 11
	指標

	OO 11.1
	投資決定や積極的な保有の実務に（報告年度中に）ESGの組み入れを行った組織内で運用される資産クラスを以下から選択してください。

	
	上場株式
債券 – SSA
債券 - 社債（金融）
債券 - 社債（非金融）
債券 - 証券化商品
プライベートエクイティ
不動産
インフラ
コモディティ
ヘッジファンド
ファンドオブヘッジファンズ
森林
農地
包括的な金融
現金
短期金融市場商品
その他（1）
その他（2）
上記のいずれにも取り組んでいない

	表示される各資産クラスの選択肢：
 ESGの実施に取り組んでいる。
 ESGの実施をしていない。

	OO 11.2
	報告年度中に組織外の運用会社の選定、指名や、モニタリングプロセスにおいてESGの組み入れや積極的な保有に取り組んだ場合は、組織外で運用される資産クラスを選択してください。

	
	アセット・クラス
	組織外の運用会社の選定、指名や、モニタリングプロセスにおいてESGの組み入れや積極的な保有

	
	[bookmark: _Hlk500491742]上場株式
債券 – SSA
債券 - 社債（金融）
債券 - 社債（非金融）
債券 - 証券化商品
プライベートエクイティ
不動産
インフラ
コモディティ
ヘッジファンド
ファンドオブヘッジファンズ
森林
農地
包括的な金融
現金
短期金融市場商品
その他（1）
その他（2）
上記のいずれにも取り組んでいない
	各資産クラスの複数選択チェックボックス：
 ESGを外部運用会社選定プロセスに組み込む。
 ESGを外部運用会社指名プロセスに組み込む。
 プール型ファンドにのみ投資し、外部運用会社指名は適用しない。
 ESGを外部運用会社指名プロセスに組み込む。
ESGの実施をしていない。

	OO 11.3a
	組織内で運用する資産について、組織がESG要因を投資決定に組み込まない場合は、その理由を説明してください。

	OO 11.3b
	組織外で運用する資産について、組織がESG要因を投資決定に組み込まれていない場合は、その理由を説明してください。

	OO 11.4
	投資マネジャーの選定、指名、モニタリングプロセスに、投資に関する考慮事項がどのように含まれているかを簡単に説明してください。

	OO 11.5
	組織外で運用されるプール型ファンドについて、指名またはコミットメント・プロセスの一部として期待値を設定する他の仕組みについて記載してください（任意）。



	OO 11
	説明

	OO 11
	この指標への回答により、報告フレームワークの後半でどの指標またはモジュールが表示されるかを決定します。

	OO 11.1
	ピアがこの実務にどう対応するかをよく理解するために、『データ・ポータル』と『PRIウェブサイト』の直接的に運用される資産に関する『インタラクティブ・データ報告』の責任投資ページの分析および可視化をご覧ください。

	OO 11.2
	ピアがこの実務にどう対応するかをよく理解するために、『データ・ポータル』と『PRIウェブサイト』の『資産所有者のインタラクティブ・データ報告』における分析および可視化をご覧ください。

	OO 11.3
	これは、ESGの組み入れに関するPRIの原則1や積極的な保有に関する原則2を実施していない資産クラスについての話し合いなどがあります。

	OO 11.5
	プール型ファンドに投資する場合、指名またはコミットメント・プロセスの一部として期待値を設定する他の仕組みについて記載することができます。これは、例えば、対話や関係構築を通して期待値を非公式に設定する場合があります。

	ロジック

	OO 11.1
	組織内で運用する資産:
· 上場株式について「ESGの組み入れを実施している」を選択した場合にはLEIモジュールが適用されます。
· 債券について「ESGの組み入れを実施している」を選択した場合にはFIモジュールの該当債券分類が適用されます。例えば、「ESGの組み入れをSSAについて実施している」を選択した場合にはFIモジュールのSSA報告が適用されます。 
· モジュールがあるその他の資産については、この回答により、該当する資産クラスのモジュールがトリガーされます。ただし、AUMが10%の基準値を下回る場合は、OO 12において、それを報告しないことを選択することもできます。インフラについては今年度は自主報告モジュールであるため、基準値を超えていても報告しないことを選択することができます。
· モジュールがないその他の資産クラスについては、このオプションを選択すると、SG 16（組織内で運用される資産）および／またはSG 17（外部で運用される資産）で自由回答方式のボックスが表示され、組織のアプローチを説明することができます。

	OO 11.2
	組織外で運用する資産:
· すべての資産クラスのこの回答は、SAMモジュールで適用される指標が適用されます。例えば、上場株式について「任命」を選択した場合にはSAM 04.1で上場株式の任命について報告することができます。
· 但し、AUMが10%の基準値を下回る場合は、OO 12において、それを報告しないことを選択することもできます。
インフラの場合、AUMが10%の基準値が該当しないため、報告するかどうかを選択することができます。 

	OO 11.5
	この設問はOO 11.2において、「プール型ファンドにのみ投資し、外部運用会社指名は適用しない」を選択すると適用されます。

	評価

	OO 11
	この指標は、直接的には評価の対象とはなりませんが、ここで開示されている情報はその他のモジュールの評価に影響を及ぼす場合があります。　ある資産クラスの10%未満を有する場合、投資判断および／またはアクティブ・オーナーシップへのESGの組み込みを行ったか否かついて報告することが求められ、その回答が評価において考慮されます。
「プール型ファンドにのみ投資し、指名をしません」を選択した場合、SAMモジュールの「指名」セクションでNAのスコアになります。
ある資産クラスがオプションとして明示されているが、チェックマークが入っていない場合には、以下を適用して下さい:
· OO 11.1: チェック・ボックスが表示されているがチェックマークが入っていない自己運用モジュールに対しては「E」
· OO 11.2: チェック・ボックスが表示されているがチェックマークが入っていない委託運用モジュールに対しては「E」



	OO 11
	定義

	組み入れ
	PRIの原則1に基づき、署名機関はESG問題を投資分析や意思決定プロセスに組み入れることを約束しています。
報告フレームワークでは、ESGの組み入れとは、投資の意思決定プロセスにおけるESG情報のレビューおよび使用を意味します。報告フレームワークはこれを行う4つの方法に触れています。 
· スクリーニング 
· サステナビリティをテーマとする投資（環境および社会をテーマとする投資） 
· ESG要因のインテグレーション 
· 上記の組み合わせ 
エンゲージメントのアプローチの対象となり、以上のいずれの戦略にも当てはまらない資産はESG組み入れに含めないでください。
詳細は、主な定義文書を参照してください。

	選定
	選定とは、外部運用会社を選定するまでのあらゆる行動のことです（最終候補リストの作成、アンケート、面接など）

	指名
	指名プロセスとは、投資家が契約書、サイドレターその他の文書により、明確な目標や目的を通して外部運用会社との関係を正式にするプロセスです。







	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO 12
	必須 
	ゲートウェイ
	一般



	OO 12
	指標

	OO 12.1




	自主的な報告を希望される場合には、該当するするモジュールやセクションを以下のリストから選択して下さい。組織のAUMの10%以上を占める資産クラスについてのみ報告が義務付けられています。 

	
	中核的なモジュール

	
	

	
	· 戦略とガバナンス（専用モジュールのない資産クラスを含む）

	
	直接またはサービスプロバイダーを経由したRI実施
	外部の運用会社を経由したRI実施

	
	· 自己運用 - 上場株式の組入れ
· 自己運用 - 上場株式の積極的な保有
· 自己運用 – エンゲージメント
· 自己運用 – （委任状による）議決権行使
· 自己運用 – 債券
· 自己運用 – 債券 - SSA
· 自己運用 – 債券 - 社債（金融）
· 自己運用 – 債券 - 社債（非金融）
· 自己運用 – 債券 - 証券化商品
· 自己運用 - プライベートエクイティ
· 自己運用 – 不動産 
· 自己運用 - インフラ
· 自己運用 – ヘッジファンド と/または ファンドオブヘッジファンズ
· 自己運用 – 包括的な金融
	· 委託 - 組織外の運用会社の選定、指名、モニタリング
· 委託 – 上場株式
· 委託 – 債券 - SSA
· 委託 – 債券 - 社債（金融）
· 委託 – 債券 - 社債（非金融）
· 委託 – 債券 - 証券化商品
· 委託 – プライベートエクイティ
· 委託 – 不動産
· 委託 – インフラ
· 委託 – 包括的な金融

	
	


	OO 12
	

	ロジック

	OO 12
	以前の指標で特定の資産クラスや分野で責任投資を実施していないと回答すると、この指標における、そのモジュールまたはセクションは、AUMが10%または基準値を超えている場合であっても、適用されません。 
特定の活動を行っていることを確認すると、特定のモジュールまたはセクションを報告しなければならないかどうかを決定する基準値は以下のようになります。
· AUMの10%以上を組織内において特定の資産クラスで運用している署名機関は、自己運用の関連モジュールについて報告する義務があります。
· AUMの10％未満を組織内において特定の資産クラスで運用している署名機関は自己運用の関連モジュールを報告する必要はありません。さらに、2016年度の報告期間では、運用比率に関係なく、インフラの自己運用モジュールの報告を選択することができます
· AUMの10%以上を組織外にて特定の資産クラスで保有している署名機関は、SAMモジュールにおける該当資産クラスついて報告する義務があります。
· AUMの10%未満を組織外にて特定の資産クラスで保有している署名機関は、SAMモジュールの該当する資産クラスについて報告する必要はありません。さらに、2016年度の報告期間では、運用比率に関係なく、SAMインフラのサブ指標においての報告を選択することができます。 
· 組織内で運用される資産のすべてまたは一部にエンゲージメントや（委任状による）議決権行使を実行している署名機関は、組織内と組織外で運用する資産の合計が10%未満である場合、「自己運用 上場株式の積極的な保有（LEA）」モジュールで報告する必要はありません。
· 包括的な金融における組織内または組織外のAUMの50%以上を保有するPIIF署名機関は、「組織概要」および「包括的な金融」モジュールのみを入力する必要があります。また任意で、戦略とガバナンスモジュールでこの内訳を説明することができます。 
· さらに、委託で投資する包括的な金融資産を10%未満で保有し、大半の包括的な金融を自己運用する投資家は、「委託 –包括的な金融」モジュールを入力する必要はありません。 

	評価

	
	この指標は評価されませんが、評価に影響します。
AUMが資産クラスの10%未満の場合、OO 12で関係モジュールについて報告しない選択肢を提供されることがあります。
ただし、報告を選択しないことは評価を選択しないことではありません。評価は、OO 10－アクティブ・オーナーシップ活動を実施しているか否か、およびOO 11－ESGを組み込んでいる、またはアクティブ・オーナーシップを実施しているか否かについての回答を考慮します。
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	セクション

	上場株式



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO LE 01
	報告義務
自主開示
	ゲートウェイ
	一般





	OO LE 01
	指標

	OO LE 01.1
	組織内で運用する上場株式のパッシブ戦略と、数量的、ファンダメンタルおよびその他のアクティブ戦略の内訳を示してください。

	
	戦略 
	組織内で運用する上場株式のパーセンテージ

	
	 パッシブ 
	[image: ]%

	
	 アクティブ—数量的(クオンツ)
	[image: ]%

	
	 アクティブ—ファンダメンタルおよび・もしくはその他のアクティブ戦略
	[image: ]%

	
	組織内で運用する上場株式の合計
	100%

	OO LE 01.2
	補足情報
[任意]

	
	



	OO LE 01
	説明

	OO LE 01.1
	組織内で運用する上場株式のパッシブ戦略と、数量的、ファンダメンタルおよびその他のアクティブ戦略の内訳は後に続く指標の適用に影響します。
パッシブ投資家としての責任投資に関する詳細な情報については、「パッシブ投資家はいかにして責任投資家となりうるか？」を参照してください。

	ロジック

	OO LE 01
	[bookmark: _Hlk501361517][OO 05.1]で組織内で運用する上場株式を報告した場合、[OO LE 01]が適用されます。
指標間で：
• パッシブを報告した場合、指標[LEI 11] が適用され；そして
• アクティブ—数量的および・もしくはアクティブ—ファンダメンタルを報告した場合、指標[LEI 01] が適用されます。この指標では異なるESG実施戦略を報告することができます。ここで選択するものにより、後に続く指標の適用に影響します。追加詳細については[LE 01]をご参照ください。

	評価

	OO LE 01
	「パッシブ」のみを選択した場合、「ESGを組み込んだパリッシュ」セクションで完了する査定指標の数が少ないため、自己運用 - 上場株式の組み入れ（LEI）モジュールで評価されません。
「アクティブ—数量的」および・もしくは「アクティブ—ファンダメンタルその他」もしくは「三つの戦略全て」を選択した場合, 「実施プロセス」、「実施」、「成果と結果」、「コミュニケーション」の各セクションへの回答について評価されます。



	OO LE 01
	定義

	アクティブおよびパッシブ運用戦略

	[bookmark: _Hlk500492889]パッシブ戦略
	パッシブ投資は、指数のパフォーマンスを反映し、積極的な予測を伴わない、あらかじめ決められたバイ・アンド・ホールド（長期保有）戦略に従う投資です。 例としては、幅広い資本市場指数、ESG加重指数、テーマ指数、パッシブ運用のETF、ESGに基く銘柄の除外を伴う指数への投資が挙げられます。

	アクティブ—数量的(クオンツ)戦略
	マネージャーが投資を魅力的かどうかを判断するコンピュータベースのモデルを構築するための投資戦略またはファンド。 純粋な「数量モデル」では、モデルが売買の最終決定を行います。 

	アクティブ—ファンダメンタル戦略
	投資判断は人間の判断に基づいている基本戦略。 これには、ボトムアップ（例えば、特定銘柄の選択）戦略とトップダウン（例えば、セクターベース）戦略の両方が含まれます。

	アクティブ—その他
	上記の戦略のいずれにも合致しない戦略。これらは、アクティブなクオンツとアクティブなファンダメンタル、または上記の定義のいずれにも当てはまらないと考えられるその他の戦略を組み合わせたアクティブな戦略です。 [01.2]追加情報指標で戦略を明確にすることができます。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO LE 02
	報告義務 
自主開示
	ゲートウェイ
	一般



	OO LE 02
	指標

	OO LE 02.1
	組織内で運用する上場株式の10％未満を代表する戦略について報告を希望する場合は、その旨を明記してください。

	
	戦略 
	戦略について報告

	
	パッシブ 
	 はい    いいえ

	
	アクティブ
	 はい    いいえ

	OO LE 02.2
	補足情報.
[任意]

	
	



	LE 02
	定義

	アクティブ運用戦略およびパッシブ運用戦略

	アクティブ運用
	アクティブ戦略には、クオンツ戦略、ファンダメンタル戦略、または他のアクティブ戦略があります。
クオンツ戦略は、投資が魅力的かどうかを判断するために、マネージャーがコンピュータに基づくモデルを構築する投資戦略またはファンドです。
ファンダメンタル戦略は、投資決定が人間の判断に基づきます。これには、ボトムアップ（銘柄選択）およびトップダウン（セクター中心）の両方の戦略が含まれます。

	パッシブ戦略
	パッシブ運用は、指数のパフォーマンスを反映する投資で、積極的な予想を伴わず、事前に定義されたバイ・アンド・ホールド戦略に従います。この例には、広範な資本市場の指数、ESGを加重した指数、テーマ指数、パッシブ運用のETFへの投資あるいはESGに基づく除外が挙げられます。

	ロジック

	OO LE 02
	アクティブ戦略で「はい」を選択すると、[LEI 01〜LEI 13]の指標が適用されます。
パッシブ戦略で「はい」を選択すると、[LEI 11]の指標が適用されます。
アクティブ戦略の両方で「いいえ」を、パッシブ戦略で「はい」を選択すると、[LEI 03〜LEI 10]の指標は適用されません。




	セクション

	債券



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO FI 01
	報告義務
自主開示
	ゲートウェイ
	一般




	OO FI 01
	指標

	OO FI 01.1
	組織内で運用する債券証券のアクティブ戦略とパッシブ戦略の内訳を示してください。 

	
	戦略 
	パッシブ
	アクティブ—数量的(クオンツ)
	アクティブ—ファンダメンタルおよび・もしくはその他のアクティブ戦略
	組織内で運用する債券証券合計

	
	
	組織内で運用する債券資産(+/- 5%)

	
	SSA
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	100%

	
	社債(金融)
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	100%

	
	社債(非金融)
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	100%

	
	証券化
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	100%

	OO FI 01.2
	補足情報
[任意]

	
	






	OO FI 01
	説明

	OO FI 01
	ピアがこの実務にどのように対応しているかを理解するために、『データ・ポータル』と『PRIウェブサイト』の『FIインタラクティブ・データ報告』における分析およびグラフをご覧ください。
パッシブ投資家としての責任投資に関する詳細な情報については、「パッシブ投資家はいかにして責任投資家となりうるか？」を参照してください。

	ロジック

	OO FI 01.1
	[OO 05.1]で組織内で運用する債券について報告をすると、 [OO FI 01]の指標が適用されます。

• パッシブを報告した場合、指標[FI 13]が適用され；そして
• アクティブ—数量的および・もしくはアクティブ—ファンダメンタルを報告した場合、指標[FI 01] が適用されます。この指標では異なるESG実施戦略を報告することができます。ここで選択するものにより、後に続く指標の適用に影響します。追加詳細については[FI 01]をご参照ください。




	OO FI 01
	定義

	アクティブおよびパッシブ運用戦略

	アクティブ—数量的(クオンツ)戦略
	マネージャーが投資を魅力的かどうかを判断するコンピュータベースのモデルを構築するための投資戦略またはファンド。 純粋な「数量モデル」では、モデルが売買の最終決定を行います。 

	アクティブ—ファンダメンタルおよびその他の戦略
	投資判断は人間の判断に基づいている基本戦略。 これには、ボトムアップ（例えば、特定銘柄の選択）戦略とトップダウン（例えば、セクターベース）戦略の両方が含まれます。

	パッシブ戦略
	パッシブ投資は、指数のパフォーマンスを反映し、積極的な予測を伴わない、あらかじめ決められたバイ・アンド・ホールド（長期保有）戦略に従う投資です。 例としては、幅広い資本市場指数、ESG加重指数、テーマ指数、パッシブ運用のETF、ESGに基く銘柄の除外を伴う指数への投資が挙げられます。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO FI 02
	報告義務 
自主開示
	ゲートウェイ
	一般



	OO FI 02
	指標

	OO FI 02.1
	保有している債券銘柄の10%未満を占めるアクティブ戦略の報告を希望するかどうかを示してください。

	
	戦略 
	SSA
	社債（金融）
	社債（非金融）
	証券化

	
	アクティブ - ファンダメンタルおよびその他のアクティブ戦略
	 報告する   
 報告しない
	 報告する  
 報告しない
	 報告する
 報告しない
	 報告する
 報告しない

	OO FI 02.2
	補足情報
[任意]

	
	





	OO FI 02
	説明

	OO FI 02
	ピアがこの実務にどう対応しているかを理解するために、『データ・ポータル』と『PRIウェブサイト』の『FIインタラクティブ・データ報告』における分析およびグラフをご覧ください。 

	OO FI 02.2
	RI活動を報告する/報告しない理由を説明できます。

	ロジック

	OO FI 02
	アクティブ戦略で報告したいと回答した場合は、[FI 01 から FI 12] が適用されます
アクティブ戦略で報告しない、パッシブ戦略で報告すると回答した場合は、[FI 01 から FI 12] は適用されません。



	OO FI 02
	定義

	アクティブ - クオンツ

	マネージャーがコンピューターに基づくモデルを構築し、投資が魅力的かどうかを判断する投資戦略またはファンド。純粋な「クオンツ」モデルでは、売買の最終決定はモデルが行います。

	アクティブ - ファンダメンタルおよびその他のアクティブ戦略
	人間の判断に基づいて投資決定を行うファンダメンタル戦略。ファンダメンタル戦略には、ボトムアップ（銘柄選択）およびトップダウン（セクター中心）の両方の戦略が含まれます。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO FI 03
	必須
	説明
	一般



	OO FI 03
	指標

	OO FI 03.1
	SSA債券投資の先進国およびエマージングマーケッツ（新興市場）のおよその内訳(+/- 5%)を示してください。 

	
	
	
SSA

	
	先進国(+/- 5%)
	[image: ] %

	
	エマージングマーケッツ（新興市場）(+/- 5%)
	[image: ] %

	
	組織内で運用する合計
	100%

	OO FI 03.2
	社債および証券化債券の投資適格およびハイイールド証券のおよその内訳(+/- 5%)を示してください。 

	
	
	投資適格(+/- 5%)
	ハイイールド証券(+/- 5%)
	組織内運用合計

	
	
社債(金融)
	>50%, 10-50%, <10%,  0%
	>50%, 10-50%, <10%,  0%
	100%

	
	
社債(非金融)
	>50%, 10-50%, <10%,  0%
	>50%, 10-50%, <10%,  0%
	100%

	
	証券化
	>50%, 10-50%, <10%,  0%
	>50%, 10-50%, <10%,  0%
	100%

	OO FI 03.3
	補足情報
[任意]

	
	
	




	OO FI 03
	説明

	OO FI 03.1
	この指標は、「報告義務、自主開示」から「必須」に変更されました。 この指標に対する貴組織の回答は、透明性レポートに掲載されます。 この「必須」への変更により、より良い分析とピアリングが可能になります。
組織の先進および新興市場債券投資の内訳は、集計報告目的にのみ使用されます。
ピアがこの実務にどう対応しているかを理解するために、『データ・ポータル』と『PRIウェブサイト』の『FIインタラクティブ・データ報告』における分析およびグラフをご覧ください。

	OO FI 03.2
	組織の投資適格およびハイイールド証券投資の内訳は、集計報告目的にのみ使用されます。
債券投資が投資適格またはハイイールド証券投資か否かを特定してください。
· 一般的に言うと、BBB-がハイイールドと投資適格の間の分かれ目です。それより低い格付けはハイイールドと見なされ、それ以上は投資適格と見なされます。
· 債券が複数の格付機関によって格付けされている場合、一つの方法としては、格付の平均/中央値に注目することです（例えば、特定の債券がAAA、BBB-、BBと格付けされている場合、勢いはハイイールド債であるBBを上回ります）。
· 格付の見通しは、いつでも変更され得るため（引き上げまたは引き下げ）真に信頼できるものではありません。

	OO FI 03.3
	ポートフォリオやファンドの信用格付けでもっとも特徴的なもの（例えば、投資適格のみ）と、運用する債券ファンドの詳細（例えば、新興市場、ロングオンリー、絶対リターン）に関する情報を含めることができます。

	ロジック

	OO FI 03
	SSA債券を保有し、[OO 12.1]と[OO FI 02.1]でSSAについて報告したいと回答した場合には、[OO FI 03]が適用されます。
SSA債券を保有し、[OO 12.1]と[OO FI 02.1]でSSAについて報告したいと回答した場合には、[OO FI 03.1]が適用されます。
[OO 12.1]と[OO FI 02.1]で社債（金融）と社債（非金融）について報告したいと回答した場合には、[OO FI 03.2]が適用されます。



	OO FI 03
	定義

	投資適格
	投資適格発行または発行体格付けはすべてBBB-またはBAA-以上の格付けすべてです。

	ハイイールド
	主要格付け機関の1つでも「投資適格」格付けを受けていない団体が発行した社債。投機的な格付けとしても知られています。

	先進市場
	MSCIの分類に基づいて、以下の国が先進市場の分類に含まれています。
オーストラリア、オーストリア、ベルギー、カナダ、デンマーク、フィンランド、フランス、ドイツ、ギリシャ、香港、アイルランド、イスラエル、イタリア、日本、オランダ、ニュージーランド、ノルウェー、ポルトガル、シンガポール、スペイン、スウェーデン、スイス、英国および米国。

	新興市場
	MSCIの分類に基づいて、以下の国が新興市場の分類に含まれています。
ブラジル、チリ、中国、コロンビア、チェコ共和国、エジプト、ハンガリー、インド、インドネシア、韓国、マレーシア、モロッコ、メキシコ、ペルー、フィリピン、ポーランド、ロシア、南アフリカ、台湾、タイ、トルコ、カタール、アラブ首長国連邦。
上記の先進市場の分類以外の国は、新興市場に分類されます。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO SAM 01
	報告義務 
自主開示
	ゲートウェイ
	一般

	
	
	
	


	OO SAM 01
	指標

	OO SAM 01.1
	組織外で運用する上場株式と債券のパッシブ戦略とアクティブ・クオンツ戦略とアクティブ・ファンダメンタル戦略の内訳を示してください。

	
	
	上場株式(LE)
	債券 —SSA
	債券 —社債(金融)
	債券 —社債(非金融)
	債券 —証券化

	
	
	組織外で運用する上場株式・債券証券の％

	
	
	

	
	パッシブ
	[image: ]% 

	[image: ]%

	[image: ]%

	[image: ]%

	[image: ]%


	
	アクティブ—数量的(クオンツ)
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	アクティブ—ファンダメンタルおよび・もしくはその他のアクティブ戦略
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%
	[image: ]%

	
	組織外で運用する上場株式・債券証券合計
	100%
	100%
	100%
	100%
	100%

	OO SAM 01.2
	補足情報
[任意]

	
	







	OO SAM 01
	説明

	OO SAM 01.1
	上場株式、債券SSA、社債（金融）、社債（非金融）証券化債券におけるパッシブ、アクティブ・クオンツおよびアクティブ・ファンダメンタルの内訳は、外部の資産運用会社のESG組込み戦略に関するこの後の指標を適用するために使用されます。
報告データは、類似の内訳を持つ組織と比較するために、評価プロセスでも使用されます。
パッシブ投資家としての責任投資に関する詳細な情報については、「パッシブ投資家はいかにして責任投資家となりうるか？」を参照してください。

	ロジック

	OO SAM 01
	[OO 05.1]で組織外で運用する上場株式もしくは債券を報告した場合には、[OO SAM 01が適用されます。

[OO SAM 01.1]に対する回答は、指標[SAM 01.1]のどの部分が該当するかを決定します。指標[SAM 01.1]には、アクティブ戦略とパッシブ戦略があります。
たとえば、[OO SAM 01.1]の上場株式に関するパッシブ投資戦略を報告する場合、 [SAM 01.1]]では、上場投資の受動的投資戦略に関連する部分のみが表示されます。




	SAM 01
	定義

	アクティブおよびパッシブ運用戦略

	パッシブ戦略
	パッシブ投資は、指数のパフォーマンスを反映し、積極的な予測を伴わない、あらかじめ決められたバイ・アンド・ホールド（長期保有）戦略に従う投資です。 例としては、幅広い資本市場指数、ESG加重指数、テーマ指数、パッシブ運用のETF、ESGに基く銘柄の除外を伴う指数への投資が挙げられます。

	アクティブ—数量的(クオンツ)戦略
	マネージャーが投資を魅力的かどうかを判断するコンピュータベースのモデルを構築するための投資戦略またはファンド。 純粋な「数量モデル」では、モデルが売買の最終決定を行います。 

	アクティブ—ファンダメンタル戦略
	投資判断は人間の判断に基づいている基本戦略。 これには、ボトムアップ（例えば、特定銘柄の選択）戦略とトップダウン（例えば、セクターベース）戦略の両方が含まれます。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO PE 01
	必須
	説明
	一般



	OO PE 01
	指標

	OO PE 01.1
	組織内で運用されるプライベートエクイティの内訳を投資戦略別に記載してください。

	
	投資戦略 
	組織内で運用されるプライベートエクイティ保有がAUMに占める比率

	
	ベンチャーキャピタル
	>50%, 10-50%, <10%,  0%

	
	グロースキャピタル
	>50%, 10-50%, <10%,  0%

	
	(レバレッジド）バイアウト
	>50%, 10-50%, <10%,  0%

	
	ディストレスト/ターンアラウンド/特殊事情
	>50%, 10-50%, <10%,  0%

	
	セカンダリー
	>50%, 10-50%, <10%,  0%

	
	その他の投資戦略（具体的に記入してください）__________
	>50%, 10-50%, <10%,  0%

	
	合計
	100%

	OO PE 01.2
	補足情報
[任意]

	
	



	OO PE 01
	説明

	OO PE 01.1
	この指標は、「報告義務、自主開示」から「必須」に変更されました。 この指標に対する貴組織の回答は、透明性レポートに掲載されます。 この「必須」への変更により、より良い分析とピアリングが可能になります。
組織概要（OO）モジュールの指標OO 05で報告したプライベートエクイティへの直接投資のすべてに基づいて内訳を作成してください。「その他の投資戦略」は2行まで追加できます。

	ロジック

	OO PE 01
	[OO 05.1]で組織内で運用するプライベートエクイティを報告した場合には、[OO PE 01が適用されます。





	OO PE 01
	定義

	ベンチャーキャピタル
	起業して間もない企業や新興企業に対する株式の形態による投資。このカテゴリにはシードや初期段階の資本が含まれます。

	グロースキャピタル
	比較的成熟した段階にあり、発展の重要な段階にある企業の少数持分または過半数への投資（例：拡大または再編事業）。

	(レバレッジド）バイアウト
	現行のステークホルダーが財務レバレッジを使用して企業を買収する取引の一部としての株式投資を指します。これらの取引に関与する企業は通常成熟局面にあります。レバレッジドバイアウトでは、買収に必要な資金の全額を確約することなく、買収に同意している資金提供者が関与します。従って、資金提供者は買収資金を調達するために債券も発行します。

	ディストレスト/ターンアラウンド/特殊事情
	経営難に陥っている企業に対する株式の形態による投資。これには、「特殊事情」および救済融資を利用する「転向戦略」が含まれます。
ポリシーと手順が他のプライベートエクイティ投資と概ね同様であるとお考えなら、債務証券による投資をここで報告することもできます。ただし、社債(非金融) モジュールの方が適切と判断されるなら、それでも構いません。

	セカンダリー
	通常はポートフォリオを通じて、既存のプライベートエクイティの投資家から事業会社におけるディレクト・ポジションを取得することを指します。 
リミテッドパートナーシップ投資ファンドのセカンダリー所有権の取得は、「マネージャーセレクション」、「アポイントメントと監視(SAM)モジュール」にて間接的に報告されるべきです。

	その他
	リストにないその他の形態のプライベートエクイティ投資





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO PE 02
	報告義務 
自主開示
	説明
	一般



	OO PE 02
	指標

	OO PE 02.1
	プライベートエクイティ投資において組織が通常保有する所有権の割合を記載してください。

	
	 過半数（50%超）
 50%の持分
 重要な少数持分（10〜50%）
 少数持分（10%未満）
 様々な所有持分

	OO PE 02.2
	補足情報
[任意]

	
	




	OO PE 02
	説明

	OO PE 02.1
	ポートフォリオ企業に対する標準的な保有持分を示すオプションを選択してください（「通常」とはいずれかのカテゴリで50%以上を構成するあらゆる数の資産とみなします）。これにより、同様のアプローチを持つ他の組織と同じピアグループが割り当てられます。ポートフォリオが多様で、保有持分が一定でない場合は、「様々な保有持分」を選択してください。

	OO PE 02.2
	この指標に含まれる事項の例:
· プライベートエクイティ投資に対する組織のアプローチや取引における役割（例：投資案件の特定および分析、投資後の投資のモニタリング）
· 組織の保有持分が過半数であるか少数であるかによるプライベートエクイティ投資に対するアプローチの違い
· 希望する場合は、組織から取締役を出しているポートフォリオ企業の割合を含めてください。

	ロジック

	OO PE 02
	[OO 05.1]で組織内で運用するプライベートエクイティを報告した場合には、[OO PE 02]が適用されます。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO PR 01
	報告義務 
自主開示
	説明
	一般



	OO PR 01
	指標

	OO PR 01.1
	不動産投資において組織が保有している持分の標準的な割合を記載してください。

	
	 過半数（50%超）
 重要な少数持分（10〜50%）
 限定的な少数持分（10%未満）
 多様な所有持分の組み合わせ
 該当なし。顧客のために不動産、新築物件や大規模改築物件を管理運用するが、顧客のために持分を保有しない

	OO PR 01.2
	不動産投資信託（REIT）または類似のファンドへの組織の投資配分の内訳を明示して下さい

	
	 50%超
 10 – 50%
 10%未満
 0%

	OO PR 01.3
	補足情報
[任意]

	
	



	OO PR 01
	説明

	OO PR 01.1
	不動産に対する標準的な所有持分を示す区分を選択してください（「標準的な」とはいずれのカテゴリにおいても数量にかかわらず50%以上を構成する資産であると考えてください）。これにより、同様のアプローチを行う他の組織と同じピアグループが割り当てられます。ポートフォリオが多様で、標準となるような持分比率を決められない場合には、「多様な所有持分の組み合わせ」を選択してください。
「該当なし」　任意
プロパティマネジメント会社が不動産の日常的な管理、不動産の運用データの提供、顧客の投資決定に関する助言などに関与していても、実際に顧客のために投資決定をしない場合に適用されます。

	OO PR 01.2
	この指標に含まれる事項の例: 
· 不動産投資に対する組織のアプローチや取引における役割（投資案件の特定および分析、投資後における投資対象のモニタリング）
· 組織の所有持分が過半数であるか少数であるかにより不動産投資に対するアプローチは異なるのか 
· 投資不動産の標準的な保有期間

	ロジック

	OO PR 01
	[OO 05.1]で組織内で運用する不動産を報告した場合には、[OO PR 01]が適用されます。 



	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO PR 02
	報告義務
自主開示
	ゲートウェイ
	一般



	OO PR 02
	指標

	OO PR 02.1
	組織の不動産資産の内訳を資産の運用者別に明示してください。

	
	不動産資産の運用者 
	不動産資産の内訳（物件数）

	
	組織が自己運用 
	 50%超  10～50%  10%未満  0%

	
	組織が指名した第三者のプロパティマネジメント会社が運用
	 50%超  10～50%  10%未満  0%

	
	他の投資家またはそのプロパティマネジメント会社が運用
	 50%超  10～50%  10%未満  0%

	
	テナントが運営を管理して運用
	 50%超  10～50%  10%未満  0%

	
	合計
	100%

	OO PR 02.2
	補足情報
[任意]

	
	



	OO PR 02
	説明

	OO PR 02.1
	「プロパティマネジメント」の定義は、GRESB2016年ガイダンスと整合しています。 
ここで言うプロパティマネジメントとは、不動産資産の日常的な運営や不動産資産に対する意思決定の執行者を指します。投資の意思決定（例:買収決定など）は含みません。 
自己運用する資産とは、組織が「運営管理権限」を持つことを決めている資産です。1つまたは複数のテナントが運営ポリシーおよび環境ポリシーを採用、実施する最大の権限を保有している場合、テナントが運営管理権限を持っているとみなされます。組織とテナントの両方が日常業務の運営手続きを採用、実施する権限を持っている場合、資産は自己運用として報告してください。

	OO PR 02.2
	これには、組織の不動産の管理に関与している人の詳細も含まれます。  

	ロジック

	OO PR 02
	組織の不動産資産の一部が第三者のプロパティマネジメント会社によって管理されている場合、指標[13]が適用されます。  



	OO PR 02
	定義

	第三者のプロパティマネジメント会社
	他の組織のためにあらゆる種類の不動産（例：小売店舗、商業、住居）を管理する組織。これらの組織は様々な分野（例：設備管理、会計、コンプライアンス、維持、活用）において助言や支援を提供します。 

	運営管理権限
	これは、運営ポリシー、衛生安全ポリシーや環境に関するポリシーを導入・実施する能力を有していることと定義されます。





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO PR 03
	報告義務 
自主開示
	説明
	一般



	OO PR 03
	指標

	OO PR 03.1
	投資不動産の内、保有比率が最も高い種類を運用資産（AUM）別に3つまで挙げてください。

	
	種類
	主要な不動産の種類（AUM）

	
	 最大の不動産の種類 
	 工業用
 小売店舗
 オフィス
 住宅
 レジャー/ホテル
 複合用途 
 その他（具体的に記入してください） ___________

	
	 2番目に多い不動産の種類 
	[同上]

	
	 3番目に多い不動産の種類 
	[同上]

	OO PR 03.2
	補足情報

	
	



	OO PR 03
	説明

	OO PR 03.1
	組織内で運用されている不動産資産別に主要な不動産の種類を決定してください。これにより、本モジュールの残りの部分で報告する情報が決定します。
この指標のオプションは、2016年GRESB評価の「報告の特性」セクションのGRESB指標RC5.1を補足するものです。

	OO PR 03.2
	この指標に含まれる事項の例: 
· 一般的な不動産の種類、単一および多世帯の賃貸、物件数、テナントの種類による内訳
· 個々の不動産の種類が組織内の不動産ポートフォリオ全体に占める割合
· グリーンフィールド（未開発の用地等）不動産資産およびブラウンフィールド（環境汚染等で利用されなくなった用地等）不動産資産の標準的な内訳
組織が不動産に大きく偏重しており、この指標で標準的な不動産投資をすでに説明している場合は、組織概要モジュールの指標OO 09を参照してください。

	ロジック

	OO PR 03
	[OO 05.1]で組織内で運用する不動産を報告した場合には、[OO PR 03]が適用されます。



	OO PR 03
	定義

	工業用
	物流施設、倉庫、ガレージ、ロジスティックセンターなど

	小売店舗
	繁華街や郊外のモール、個人が経営する小売店舗、リテールパークなど

	オフィス
	オフィスビルやサービスを提供するオフィスなど

	住宅
	多世帯用の建物を含む

	レジャー/ホテル
	ホテル、スポーツ施設、レストランなど

	複合用途
	上記の用途の1つまたは複数を組み合わせた不動産





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO INF 01
	報告義務 
自主開示
	説明
	一般



	OO INF 01
	指標

	OO INF 01.1
	インフラ投資において組織が保有する所有権の標準的な割合を明示してください。

	
	 過半数（50%超）
 50%の持分 
 重要な少数持分（10〜50%）
 少数持分（10%未満）
 多様な所有持分の組み合わせ

	OO INF 01.2
	補足情報
[任意]

	
	



	OO INF 01
	説明

	OO INF 01.1
	投資先企業における標準的な所有持分を表すオプションを選択してください（「標準的」とはいずれのカテゴリにおいても数量にかかわらず50%以上を構成する資産と考えて下さい）。ポートフォリオが多様で、所有持分が一定でない場合は、「多様な所有持分の組み合わせ」を選択してください。

	OO INF 01.2
	この指標に含まれる事項の例: 
· 組織によるインフラ投資へのアプローチおよび取引における組織の役割（即ち、投資案件の洗い出しおよび分析段階での役割または投資後の投資のモニタリング段階での役割）
· 組織の所有持分が過半数であるか少数であるかでインフラ投資へのアプローチは異なるのか
· インフラ投資物件の標準的な保有期間および保有期間がESG問題へのアプローチにどのような影響を及ぼすのか

	ロジック

	OO INF 01
	[OO 05.1]で組織内で運用するインフラを報告した場合には、[OO INF 01]が適用されます。




	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO INF 02
	報告義務 
自主開示
	ゲートウェイ・グループ化
	一般



	OO INF 02
	指標

	OO INF 02.1
	組織のインフラ資産の内訳を資産の運用者別に明示してください。

	
	インフラ資産の運用者
	インフラ資産の割合

	
	組織/組織が所有する企業が直接管理運用
	 50%超  10～50%  10%未満  0%

	
	組織/組織が所有する企業が指名した第三者の事業者が管理運用
	 50%超  10～50%  10%未満  0%

	
	他の投資家またはその第三者の事業者が管理運用
	 50%超  10～50%  10%未満  0%

	
	合計
	100%

	OO INF 02.2
	補足情報
[任意]

	
	







	OO INF 02
	説明

	OO INF 02.1
	ここで言う「インフラ管理」とは、インフラ資産の日常的な管理やインフラ資産に対する意思決定の執行を指します。投資の意思決定（例: 買収決定など）は含みません。 
「組織/組織が所有する企業が直接運用」とは、インフラ資産やインフラ企業を組織外で管理する組織内チーム、または組織が所有権を保有するインフラ資産の運営を管理する企業のいずれかを指します。 
「組織/組織が所有する企業が指名した第三者の事業者が運用」とは、組織は所有していなくても、指名した第三者の事業者が、組織が所有権を有するインフラ資産の経営および運営のために自社スタッフを抱えている場合を指します。
「他の投資家またはその第三者の事業者が運用」とは、インフラ資産に少数持分を保有する場合にしばしば適用されます。このオプションは、共同投資家や支援者（政府など）が第三者の組織を指名している場合も捕捉します。 
この指標は、組織がインフラ資産にエクイティ持分を所有している場合にのみ、適用されます。

	OO INF 02.2
	これには、組織のインフラ投資の管理に関与している人々の詳細を含めることができます。

	ロジック

	OO INF 02
	[OO 05.1]で組織内で運用するインフラを報告した場合には、[OO INF 0２]が適用されます。

組織のインフラ資産の一部について、組織や組織が所有する企業が指名した第三者の事業者が運用していると報告すると、指標[INF 10]が適用されます



	OO INF 02
	定義

	第三者の事業者
	他の組織のためにあらゆる種類のインフラ資産（例：高速道路、空港）を管理または保守整備する組織。 





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO INF 03
	報告義務 
自主開示
	説明
	一般



	OO INF 03
	指標

	OO INF 03.1
	インフラの内、保有比率が最も高いインフラセクターを運用資産（AUM）別に3つまで挙げてください。

	
	セクター
	主なインフラセクター（AUM別）

	
	 最大のインフラセクター
	 輸送
 エネルギーインフラ
 従来型エネルギー 
 再生可能エネルギー 
 水資源管理
 廃棄物管理
 通信
 社会インフラ
 その他（具体的に記入してください） ___________

	
	 2番目に大きいインフラセクター
	[同上]

	
	 3番目に大きいインフラセクター
	[同上]

	OO INF 03.2
	補足情報
[任意]

	
	





	OO INF 03
	説明

	OO INF 03.1
	組織内で運用しているインフラ資産別に主要なインフラセクターを決定してください。これにより、本モジュールの残りの部分で組織が報告すべき情報が明らかになります。

	OO INF 03.2
	この指標に含まれる事項の例: 
· 標準的なインフラの種類および個別案件数
· 個々のインフラセクターが組織全体のインフラ・ポートフォリオに占める割合 
· インフラ投資資産におけるグリーンフィールド（未開発の用地等）資産およびブラウンフィールド（環境汚染等で利用されなくなった用地等）資産の標準的な内訳
組織がインフラに大きく偏重しており、この指標で標準的なインフラ投資をすでに説明している場合は、組織概要(OO)モジュールの指標OO 09を参照願います。

	ロジック

	OO INF 03
	 [OO 05.1]の組織内で運用するインフラ資産で報告した場合は、[OO INF 03]が適用されます。



	OO INF 03
	定義

	輸送
	道路、トンネル、空港、港湾、鉄道など

	エネルギーインフラ
	送電・配電、ガス輸送・配送、液体およびガス貯蔵、その他のエネルギーインフラなど

	従来型エネルギー
	石炭、ガス、シェールガス、石油、原子力など

	再生可能エネルギー
	太陽光、風力、水力、波力、潮力、バイオマスなど

	水資源管理
	水処理施設、下水道など

	廃棄物管理
	埋め立て、焼却、リサイクル、ごみ収集、リカバリーなど

	通信
	通信塔、ケーブル網、放送ネットワーク、送波など

	社会的インフラ
	医療施設、教育、高齢者介護、刑務所、社会的な目的など 





	
	指標のステータス
	目的
	原則

	OO HF 01
	報告義務
自主開示
	説明
	一般



	OO HF 01
	指標

	OO HF 01 

	ヘッジファンド戦略と分類を記述してください

	
	ヘッジファンドの選択肢:

	
	主な戦略
	ヘッジファンド戦略のAUMの内訳（％）
	サブ戦略

	
	株式ヘッジ 
	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 株式マーケットニュートラル
 ファンダメンタル成長
 ファンダメンタルバリュー
 定量的指向性
 セクター: エネルギー/基礎材料
 セクター: ヘルスケア
 セクター: 技術
 ショートバイアス
 マルチ戦略

	
	イベント駆動型
	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 アクティビスト
 クレジットアービトラージ
 ディストレスト / リストラ
 合併アービトラージ
 私募 / レグ D
 スペシャル・シチュエーション
 マルチ戦略

	
	グローバルマクロ

	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 アクティブトレーディング
 コモディティ: 農業
 コモディティ: エネルギー
 コモディティ: 金属
 コモディティ: マルチ
 通貨: 任意
 通貨: 体系的
 任意 テーマ
 体系的分散投資
 マルチ戦略

	
	レラティブ・バリュー
	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 債券 – 資産担保証券
 債券 – コンバーチブルアービトラージ
 債券 – 社債
 債券 – 国債
 ボラティリティ
 金利代替: エネルギー・インフラ
 金利代替: 不動産
 マルチ戦略

	
	リスク・パリティ
	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 ボラティリティ・ターゲット: 10%
 ボラティリティ・ターゲット: 12%
 ボラティリティ・ターゲット: 15%

	
	ブロックチェーン

	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 仮想通貨
 インフラストラクチャー

	
	
	合計（内部ヘッジファンドAUMの）100%
	

	
	ファンド・オブ・ヘッジファンドの選択肢:

	
	主な戦略
	ファンド・オブ・ヘッジファンズ戦略のAUMの内訳（％）
	サブ戦略

	
	ファンドオブヘッジファンズ
	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 保守的

	
	
	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 分散投資

	
	
	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 市場守備

	
	
	 >50%,  10-50%,  <10%,  0% 
	 戦略的

	
	
	合計（内部ヘッジファンドAUMの）100%
	

	OO HF 01.2
	補足情報
[任意]

	
	




	

	OO HF 01
	説明

	OO HF 01.1
	HFRヘッジファンド戦略分類システムの選択肢を選択してください。

	ロジック

	OO HF 01
	「ヘッジファンド」または「ファンドオブヘッジファンズ」の値がOO 05（組織内で運用）で報告された場合、OO HF 01.1が適用されます。
OO HF 01.1には、「ヘッジファンド」または「ファンドオブヘッジファンズ」がOO 05で報告されたか否かに応じて提示される各種チェックボックスがあります。
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